あかねの里（グループホーム）
令和6年度 第1回　運営推進会議　　　　　　　　　　　　　　　
1、開催日時　　　令和6年5月16日（木）16時00分～17時00分
2、開催場所　　　あかねの里会議室
3、出 席 者　　　山根　愛子　（利用者代表）
　　　　　　　　 森脇　潤司　（家族会代表）
　　　　　　　　 小片　康道　（地域住民代表）
土江　広敏　（地域住民代表）
　　　　　　　　 大菅　崇利　（出雲市高齢者福祉課）
　　　　　　　　 三嶋　敏恵　（あんしん支援センター）
　　　　　　　　 渡部　英明　（ホーム長）
　　　　　　　　 大国　友紀　（事務員）
　　　　　　　　 
【あかねの里 令和6年度 第1回　運営推進会議日程】
1 開　会
2 統括部長挨拶
3 議　題　　　★身体拘束廃止の取り組み　について
4 その他　　　★利用者状況　について
5 閉　会
【開　会　16：00】
ホーム長から出席者への御礼と、本日の議題について忌憚のないご意見をいただくことのお願いがあり、令和6年度第1回　運営推進会議が開催された。
【議題についての説明、意見交換等】
≪身体拘束廃止の取り組み　について ≫
ホーム長　
議題について、「身体拘束廃止の取り組み　について」を、資料に沿って説明。その後、委員のかたがたからの質問意見等を受け付けた。
大菅委員（高齢者福祉課）　
虐待は加害者の精神的ストレス等も積極的なフォローが大事だと思います。
　
三嶋委員(あんしん支援センター)
食事制限など医療に関しての思考はずれがでやすいと思うが、どのような工夫をされていますか？
　
ホーム長
糖尿病患者などカロリー制限などが難しい。担当医と相談してバランスを見ておいしいものを楽しんでもらっています。塩分はもともと少なめに設定しています。高血圧の方が改善されたりします。
森脇委員(家族会代表)
外部に虐待がわかる時はどのような時ですか。
ホーム長
やはり面会の時だと思います。苦情として出てくることもあると思います。
小片委員(地域住民代表)
昔はあったと思います。朝礼や引継ぎなどの雰囲気などで分ったりすると思うのでそういう時の職員に対しての面談などのフォローは必要だと思います。
土江委員(地域住民代表)
携帯電話をとりあげるのも虐待になるのか。持たせていると多方面にわたり迷惑をかけることになったりする。
　
ホーム長
　　取り上げる前に気をそらすなどの対応も考えます。
大菅委員（高齢者福祉課）
電話する理由を話し合ってみると以外にも意図が違うことだったりする。理由を解決してあげるのも手だと思いますが難しいですよね。
ホーム長　
「養介護事業者による高齢者虐待類型について」を、資料に沿って説明。その後、委員のかたがたからの質問意見等を受け付けた。
大菅委員（高齢者福祉課）
　　グレーゾーンは考え方が難しいです。入浴をしたくない意思を聞き、きめ細やかな対応が必要だと思います。
三嶋委員(あんしん支援センター)
　　グレーゾーンは判断対応が非常に難しいですね。接遇マナーや声かけなど大切だと思います。
森脇委員(家族会代表)
　　言葉遣い難しいですね。全部が敬語だと親しみ感がない。聞いている人が不快に思わない程度であればいいと思う。
小片委員(地域住民代表)
　　意見箱までではないがちょっとした意見など言える状態にあると風通しがよくなっていいと思う。
土江委員(地域住民代表)
　　虐待と類型のとらえ方がわからない。家族介護とまた違うと思った。
【17：00　閉　会】
【次回運営推進会議日程】
令和6年7月25日（第3木曜日）16：00開催予定
